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日商プログラミング検定説明会

商工会議所ネット試験
の施行・運用について

２０１９年２月

日本商工会議所 事業部



■ネット試験の概要・仕組み Ｐ２～７

■ネット試験会場の認定 Ｐ８～９

■ネット試験実施の流れ Ｐ１０

■プログラミング検定の実施に際しての手続き

Ｐ１１～２１

■その他 Ｐ２２～２５
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日商簿記初級
→簿記の基本用語や複式簿記の仕組みを理解し、企業実務に利活用する能力を証明します

２０１９年からのネット試験
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日商ＰＣ（文書作成・データ活用・プレゼン資料作成）
→企業実務で必要なパソコンソフトを効率的・効果的に利活用できる「仕事力」を証明します

キータッチ2000テスト
→正確で速いタッチタイピングスキルを証明します

日商ビジネス英語
→電子メールをはじめとするビジネス文書等での英語によるコミュニケーション能力を証明します

電子会計実務
→簿記の理論・知識をもとに、会計ソフトを経営に役立てるスキルを証明します

ビジネスキーボード
→正確で速いキーボードの操作技能を証明します（「キータッチ2000テスト」の中・上級レベル相当）

日商原価計算初級
→原価計算の基本用語や原価と利益の関係を分析・理解し、企業実務に利活用する能力を証明します

日商プログラミング 【新設】
→将来的にすべての企業人に求められる素養であり、情報技術の基盤となる実践的なプログラミング
スキルを証明します
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ネット試験の仕組み

ネット試験では、試験会場のパソコンを使用し、インターネットを介して試験を実施する。

パソコン上に表示される問題を解いて答案を送信すると、その場で得点と合否が判明する。
※ネット試験の１級は採点委員による採点のため、合否結果は試験の１か月後に検定ホームページで発表。

ネット試験センター（日商）

出題、システム管理・運営

ネット試験会場
（自宅では受験できません）

答案 Upload

■ 試験日時は各ネット試験会場が自由に決定します※ネット試験の1級は統一試験日（10月第1日曜、2月第3日
曜）に施行 →３６５日、いつでも試験の実施が可能！合否もすぐに確認できます。

■ 試験を実施するための「実行ファイル（exeファイル）」を、ネット試験会場のパソコンのデスクトップにコピー（ダウ
ンロード）するだけで、試験の実施が可能。プログラムのインストールは不要です。試験終了後、試験関係のフ
ァイルやデータ等もパソコンに残りません。 →大学や高校等、セキュリティの高い会場でも実施しています！

■ 試験中は試験プログラム以外のアプリケーションを開けない仕組みのため、厳正公正な試験運営が可能です。

問題 Download

Internet
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・試験実施に係る運営支援
・合格証の送付
・受験料の75％を請求（※3）

各地会議所管内の受験者情報の提供

受験者

・受験
・受験料の支払い

・試験実施に係る問合せ
・受験料の75%を支払い

・試験会場認定申請の
認可

・試験会場の管理・監督

試験会場
(パソコン教室・大学・高校・
専門学校・職業訓練機関等）

日 商 各地商工会議所

ネット試験の実施に係る各主体の役割

Copyright 2018 The Japan Chamber of Commerce and Industry. All rights reserved. 4

合格証交付

認定した試験会場情報の登録

・地元の商工会議所に入会の
申請（※1）
・試験会場認定の申請（※2）

ネット試験センター
・試験システム運用業務
・コールセンター業務 など

（※3）受験料については、ネット

試験センターに記録された

試験の実施データに基づき、

試験施行日の翌月10日頃に、

受験料の75％を日本商工会議所

から試験会場に請求します。

同月末までに指定の口座に必ず

お振込みください。

（※1）商工会議所に入会後

は、年会費を負担いただき

ます。

（※2）試験会場の申請・認

定に関して費用は発生しま

せん。



ネット試験のメリット

◼ 随時で受験が可能
自身の学習スケジュールに合わせ
て受験できる

◼ 合否結果がその場で判明
次の学習に向けたスタートをすぐ
にきれる

◼ 最寄りの会場で受験が可能
全国各地で地元の試験会場で受験
できる

学校が試験会場であれば、学生は
慣れ親しんだ教室で受験できる
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〔受験者側〕 〔試験会場側〕

◼ 事務負担の軽減
インターネットを通じた試験問題の

配布･回収、自動採点システムのため
負担が少ない

◼ 随時で試験実施が可能
会場側の指導スケジュールに合わせて
試験を実施できる

◼ 自校の学生の受験料負担の軽減
試験会場の受取手数料である受験料の
25％分を自校の学生に還元することで
受験者の受験料負担を軽減できる(※)

⇒Ｐ６参照
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受験者

受験料の100%を支払う
・日商PC３級→ ５，１４０円
・日商プログラミング（ENTRY）
→３，２４０円

試験会場

日本商工会議所
各地商工会議所

（※）自校の学生の受験料負担の軽減
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試験会場の受取手数料である「受験
料の２５％分」を、受験者に還元し
ていただくことが可能です。

ただし、商工会議所としては、受験
料の割引は行っておりませんので、
あくまでも、「試験会場が、学習者
に対する受験支援の一環として、受
験料の２５％を負担する」という取
り扱いとなります。

本来の受験料との差額については、
貴校が負担している旨を、受験者の
方に必ずご説明ください。

通常の受験料の流れ

受験者

受験料の75%を支払う
・日商PC３級 → ３，８５５円
・日商プログラミング（ENTRY）
→２，４３０円

試験会場

会場手数料を受験者に
還元する場合の流れ

受験料の75%を振込む
・日商PC３級→ ３，８５５円
・日商プログラミング（ENTRY）
→２，４３０円



■現在、ネット試験を受験できる会場はパソコン教室、大学・専門学
校、商工会議所など全国に1,808ヵ所

→外部からの受験者を受け付けている会場は、検定ホームページで

確認が可能（ https://links.kentei.ne.jp/organization/ ）

ネット試験会場の現状
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試験会場の内訳

都道府県別・ネット試験会場数（2018年12月末現在）

北海道 80 栃木 17 滋賀 26 香川 10

青森 32 群馬 15 京都 29 愛媛 20

岩手 20 埼玉 66 大阪 128 高知 4

宮城 36 千葉 74 兵庫 73 福岡 98

秋田 26 東京 120 奈良 22 佐賀 19

山形 18 神奈川 59 和歌山 24 長崎 34

福島 28 山梨 17 鳥取 13 熊本 31

新潟 80 静岡 64 島根 15 大分 17

富山 31 岐阜 35 岡山 30 宮崎 24

石川 21 愛知 96 広島 41 鹿児島 18

長野 59 三重 35 山口 24 沖縄 29

茨城 26 福井 11 徳島 13 合計 1,808

https://links.kentei.ne.jp/organization/


ネット試験会場の認定要件
■原則として会場所在地域の商工会議所の会員であること。

→地元の商工会議所の会員規定に基づき、ご入会いただきます。

規程の詳細および入会手続きは地元の商工会議所にお問い合わせください。

（商工会議所検索：http://www5.cin.or.jp/ccilist/search）

■試験会場のスペック（通信環境、受験機器等）が所定の要件を満
たしていること。

→検定ホームページ上の入力フォーム「ネット試験会場要件確認申請フォーム

（様式１）」から、使用予定のパソコンやネットワーク環境を入力・送信い

ただければ、ネット試験センターにて環境要件を満たしているかを確認のう

え、ご連絡します。

■上記２つの要件を満たしたうえで、地元の商工会議所が試験施行
機関として適していると認めた会場であること。

■試験委員が、試験会場の設備、通信環境、受験機器等に関する知
識をはじめ当該試験の実施に係る十分な知識を有していること。
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ネット試験会場の認定の流れ

地元の商工会議所に入会 ※会場所在地域の商工会議所の
会員であることが条件

設備環境を確認

試験施行機関の設備状況等をインターネット上の入力フォーム
「ネット試験会場要件確認申請フォーム（様式１）」に入力し、ネット
試験センターに送信。ネット試験センターで試験を施行できる環境
か否かを確認し、問題がなければ確認番号を通知。

試験施行機関として申請

「商工会議所ネット試験施行機関認定申請書（様式２）」に記入、
押印のうえ、入会した地元の商工会議所に提出し認定を受ける。

試験管理者用サイトのＵＲＬおよびＩＤ、パスワードを入手

日本商工会議所

ネット試験センター

（様式１）を送信

確認番号を通知
（１週間程度）

（様式２）を提出

管理者用サイトのＵＲ
Ｌ、ＩＤ・パスワード等を
通知（１週間程度）

日本商工会議所

ネット試験センター

各地商工会議所
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認定した会場を連絡
認定
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請求書の送付(受験料の75％)

合格証（カード）の送付
（試験後３週間～１ヵ月程度）

ネット試験実施の流れ
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施行日時を決定

試験実施予約
試験管理者用サイトで、試験
日、試験名等を入力し、予約。

受験者募集
各試験会場で受験者募集・
受験料の徴収を行う。

試験実施に向けた準備 （試験前日まで）
・リハーサル試験を実施する。

受験料の75%を日商に納付

ネット試験センターから
合格証を受領し、受験者に配布

③試験問題のダウンロード
⑤合否結果の通知
（試験プログラムにより自動採点）

ネット試験センター

②受験者データの送信
④答案のアップロード

受験料の納付

試験実施 （試験当日）

・試験管理者用サイトで、試験番号・認証パスワードを入手。

・試験番号および認証パスワードを使用し、試験プログラムに
ログインし、試験を施行。

リハーサル試験実施

①試験番号・認証パスワー
ドを通知

試験中のトラブル発生を防ぐため、
必ず事前にリハーサル試験を実施する
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プログラミング検定の実施に際しての手続き
■プログラミング検定の実施に際しては、現在の状況によって各々手続き・

作業が異なります。
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状況 手続き・作業 説明ﾍﾟｰｼﾞ

ケース1
これから新規にネット試験会
場の認定申請をする場合

①ネット試験会場要件確認申請フォーム(様式１)を提出

②商工会議所ネット試験施行機関 認定申請書(様式２)を提出

③試験会場として認定を受けた後、試験管理者用サイトに
掲載されている各手順書をご参照いただき、ネット試験会場
登録後の試験予約方法や試験プログラムのダウンロード手順
をご確認ください。

④STANDARDレベル、EXPERTレベルでVBAの試験を実施する場合
は、Excelの事前設定が必要

P9,
P12～16,
P21

ケース2

既にネット試験会場であり、
2017年3月30日以前にダウン
ロードした旧試験プログラム
（簿記初級・原価計算初級に
非対応）を使用している場合

①新試験プログラム（簿記初級・原価計算初級に対応）を
再ダウンロード

②試験管理者用サイトでプログラミング検定の追加作業

③STANDARDレベル、EXPERTレベルでVBAの試験を実施する場合
は、Excelの事前設定が必要 P17～21

ケース3

既にネット試験会場であり、
2017年3月31日以降にダウン
ロードした新試験プログラム
（簿記初級・原価計算初級に
対応）を使用している場合

①試験管理者用サイトでプログラミング検定の追加作業

②STANDARDレベル、EXPERTレベルでVBAの試験を実施する場合
は、Excelの事前設定が必要



＜ケース１(新たに試験会場の認定申請をする場合)＞
ネット試験会場の環境確認・申請書の様式
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検定ホームページ・トップ画面
（ https://www.kentei.ne.jp ）

様式２
（PDF・Word形式）

様式１
（WEB入力フォーム）

＞商工会議所ネット試験
施行機関の募集をクリック
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＜ケース１(新たに試験会場の認定申請をする場合)＞
実施希望試験の登録方法①

様式１ ネット試験会場要件確認申請メールフォーム

「様式１」において、パソコ
ンの仕様やネットワーク環境
の入力と併せ、実施を希望す
る検定試験を選択する

↓
ネット試験センターに送信

実施を希望する検定試験にチェックをつけます。

※プログラミング検定のSTANDARDレベル、EXPERTレ
ベルでVBAの試験を実施する場合は、Excelが必要
となります。

※日商ＰＣ検定、電子会計実務検定については、使
用するソフトウェアを併せて選択します。
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＜ケース１(新たに試験会場の認定申請をする場合)＞
実施希望試験の登録方法②

様式２ 商工会議所ネット試験施行機関 認定申請書

様式１を送信後、ネット試験セン
ターから確認番号を通知。その後、
「様式２」を地元商工会議所に提出
し、認定を受ける

↓
ネット試験センターから試験管理者
用サイトのＵＲＬおよびＩＤ、パス
ワードが通知される

↓
管理者用サイトにログインすると、
様式１で実施を希望した検定試験の
予約画面が表示される

左上の商工会議所名は、本様式を提出する先
である「地元商工会議所名」を記入ください。

自校(社)以外の受験希望者を「受け付ける」
とした場合は、検定ホームページに会場情報
が掲載されます。
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＜ケース１(新たに試験会場の認定申請をする場合)＞
会場認定後の管理者用サイトの表示・試験予約方法

試験管理者用サイト 試験管理者用サイトにログイン後、画面
左側にある「試験実施」の項目に実施を
希望した検定試験が表示される

↓
検定試験名をクリックすると、試験毎の
予約画面に切り替わる

↓
科目、開始時間、予定人数等を選択して
予約する

実施を希望した試験が登録
されています。
検定試験名をクリックする
と予約画面が開きます。

プログラミング検定の予約開始
時期については、説明会申込時
に登録いただいたメールアドレ
スにおってご案内いたします。
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＜ケース１(新たに試験会場の認定申請をする場合)＞
施行手順書、試験プログラムの掲載場所

試験管理者用サイト 試験管理者用サイトの画面左側にある「試験実
施」に表示されている検定試験名をクリック

↓
試験毎の画面に切り替わるので、施行手順書や、
試験プログラムのダウンロードを行う（※試験
プログラムは全検定共通）

検定試験名を
クリック

プログラミング検定の施行手順書が掲載
されましたら、説明会申込時に登録いた
だいたメールアドレスにおってご連絡い
たします。



＜ケース２、ケース３(既に試験会場の場合)＞
プログラミング検定に対応した試験プログラムについて

■プログラミング検定は、2017年3月31日以降にダウンロ

ードした新試験プログラム（簿記初級・原価計算初級に

対応）に組込まれており、その試験プログラムでのみ

施行が可能となります。

■現時点で、2017年3月30日以前にダウンロードした旧試

験プログラム（簿記初級・原価計算初級に非対応）を

使用しているネット試験会場におかれては、上記の試験

プログラムの再ダウンロードをお願いします。
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＜ケース２、ケース３(既に試験会場の場合)＞
新旧試験プログラムの見分け方

■ 2017年3月30日以前にダウンロード
した旧試験プログラム（簿記初級・
原価計算初級に非対応）

→試験プログラムの再ダウンロードが必要

■ 2017年3月31日以降にダウンロード
した新試験プログラム（簿記初級・
原価計算初級に対応）

→試験プログラムの再ダウンロードは必要なし
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試験プログラムを立ち上げた際、左のログイン画面が表示される場合は、
プログラムの再ダウンロードが必要となります。



19Copyright 2018 The Japan Chamber of Commerce and Industry. All rights reserved.

＜ケース２、ケース３(既に試験会場の場合)＞
プログラミング検定の追加作業の方法

試験管理者用サイト
試験管理者用サイトの画面左上にある
「試験会場情報」をクリック

↓
切り替わった画面内の「試験科目ごとの
実施情報」の項目で、プログラミングの
実施状況（プルダウン）を変更する

↓
一旦サイトをログアウトして再度ログイ
ンすると、プログラミングの予約画面が
表示可能となる

試験会場情報

「試験科目ごとの実施情報」の項目においては、
初期設定で「実施しない」になっているため、
各会場の試験管理者がプルダウンから「随時」等
を選択する。
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＜ケース２、ケース３(既に試験会場の場合)＞
プログラミング検定の予約方法

試験管理者用サイト
試験管理者用サイトにログイン後、画面
左側にある「試験実施」の項目から「プ
ログラミング」をクリック

↓

科目、開始時間、予定人数等を選択して
予約する

検定試験名を
クリック

プログラミング検定の予約開始
時期については、説明会申込時
に登録いただいたメールアドレ
スにおってご案内いたします。



ＶＢＡの試験におけるExcelの事前設定

＜作業手順＞

① Microsoft Excel を起動します

② ブックを開きます

③ 「ファイル」をクリックしてから、「オプション」をクリックします

④ 「セキュリティーセンター」を選択します

⑤ 「セキュリティーセンターの設定」をクリックします

⑥ 「マクロの設定」を選択します

⑦ 「VBA プロジェクト オブジェクト モデルへのアクセスを信頼する」チェッ
ク・ボックスがオンになっていることを確認します

⑧ 「OK」をクリックします

⑨ Microsoft Excelを終了します
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プログラミング検定のSTANDARDレベル、EXPERTレベルのVBAの
試験はMicrosoft® Office Excelを使用するため、試験実施前に以下の
設定作業をお願いします。
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商工会議所ネット試験施行機関リスト

検定ホームページ・トップ画面
（ https://www.kentei.ne.jp ）

ネット試験会場の認定が完了すると、検定ホー
ムページ上の「商工会議所ネット試験施行機関
リスト」に、都道府県別の一覧形式で掲載され
ます。

※「商工会議所ネット試験施行機関認定申請書」(様式２)の

「外部受験者の受付」の項目で、「自校（社）以外の受

験希望者を受け付ける」と選択した場合のみ。

掲載例：東京都会場一覧

＞商工会議所ネット試験
施行機関リストをクリック



商工会議所ネット試験統一試験日
■ 日本商工会議所では、「毎月第３金曜日」を日商簿記初級、日商原価計算初級、

日商ＰＣ検定、電子会計実務検定、日商ビジネス英語検定の「商工会議所ネット
試験統一試験日」としています（日商プログラミング検定も実施）。

■ 毎年度、日商からネット試験会場に意向確認を行い、協力いただける会場につい
ては、統一試験日に必ず受験者を受け入れる「統一試験会場」として、検定ホー
ムページに公開しています。
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厳正公正な試験施行および会場運営について
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ネット試験は、紙媒体の試験と比べると、問題・答案用紙の管理
や、採点、試験実施・運営、受験者・合格者管理など、厳正施行に
係る大部分を試験システムが担っていますが、本人確認や試験中の
監督、試験機器トラブルへの対応など、試験委員の役割は少なくあ
りません。

施行手順や留意事項を遵守するとともに、受験者が実力を発揮で
きるよう環境を整備するなど、円滑な試験実施にご尽力をお願いい
たします。

また、受験者の個人情報の管理について、適切なセキュリティ対
策を講じるなど十分ご注意ください。



ネット試験に係るお問合せ先
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日本商工会議所 事業部
ネット試験担当
ＴＥＬ：０３－６４０２－６１５３
ＦＡＸ：０３－６４０２－６１５０
メール：kentei@jcci.or.jp

〇ネット試験全般に関するご相談、お問合せ

〇試験プログラム等、技術的な内容に関するお問合せ

ネット試験センター（日本商工会議所事業部ではありません）
ＴＥＬ：０３－６３７０－０７７７
メール：nettest@jcci.or.jp

受付時間：平日 ９：００～１８：００
土日祝日 １０：００～１７：００


